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▲県労福協は５月18日（金）、ホテル　セントヒル長
崎において第36回定期総会を開催し、役員・代議員
を含め県下各地より115名が参加、森副会長の開会
挨拶で始まり、議長団には加世田代議員（県平和運
動センター）・南代議員（県生協連）を選出しました。

▲主催者を代表し宮﨑会長は２点について挨拶を行
ないました。まず１点目に労福協運動の充実につい
て、「昨年50周年の節目を迎えた、停滞した時期も
あったが、歴代役職員・先輩の努力の積み重ねによ
りしっかりと運動を継承されており、最近では全労
済・労金ともに大きく業績が改善し、連合長崎も組
合員の減少傾向に歯止めをかけ今年度600名の純増
となった。各組織・役職員の努力と会員組合員の理
解と協力が労福協を通じて相乗効果で結果が出てい
る。また、組合員・会員は消費者でもあり生協連と
の連携を強めたい。」２点目に働き方改革と意識改革
について、「国会での議論を注視しつつ、私たちにで
きることとして、働く人の命と健康を守ることを基
本に、例えば勤務時間終了前・休日前にオーダーを

出すことで時間外が発生する、オーダーを受けた側
のことも意識した対応、また、カスタマーハラスメ
ント（顧客の嫌がらせ）について、サービスを提供す
る側と受ける側がお互い尊重し合い、お互い様・同
じ仲間という意識が必要である。」と訴えました。
　その後、昨年６月に亡くなられた、元長崎県労福
協会長の高石哲夫氏のご貢献に感謝し、ご冥福を祈
り、出席者全員による黙祷を行いました。

▲続いて、長崎県産業労働部雇用労働政策課の吉村
邦裕課長、民進党県連の高木義明代表、社民党県連
合の吉村庄二代表より来賓挨拶を受けました。

▲今年度もチャリティゴルフ募金102,922円並びに
書ハガキを切手に交換し（18,540円）を「長崎県障害
者社会参加推進センター」へ寄贈しました。

▲議案審議では、2017年度活動報告、決算報告、
2018年度活動方針案、予算案など全ての議案が承認
されました。
　2018年度の活動方針を決定し、運動の基調として、
①社会的連帯を深める運動と政策の実現、②暮らし

定期総会における　宮﨑会長挨拶要旨

主催者挨拶する宮﨑会長

県労福協 第36回定期総会を開県労福協 第36回定期総会を開催！！
2018年度の活動方針等を決定2018年度の活動方針等を決定

県労福協 第36回定期総会を開催！！
2018年度の活動方針等を決定

チャリティゴルフの募金を 
長崎県障害者社会参加推進センターへ寄贈



な が さ き 労 福 協 第 159 号⑵  2018年６月1日

の総合支援（ライフサポート）の労福協構成団体と連
携した取り組み、③労働団体、福祉事業団体、協同
組合間の連携を強め、労働者自主福祉事業団体の機
能発揮・基盤強化の取り組み、④奨学金の制度改善
に向けて、政党や様々な団体等と連携し実現に向け
た取り組み、⑤多重債務、悪質商法等、消費者運動
と連携した取り組み、⑥幹事会・各種専門委員会・
研修等について充実を図ること、あわせて地域・職
域で助け合いの機能を発揮し「連帯・協同でつくる
安心・共生の福祉社会」の実現をめざし全体で確認
しました。

▲最後に森田副会長の閉会挨拶で第36回定期総会を
締めくくり、総会を終了しました。

県労福協 第36回定期総会を開催！！
2018年度の活動方針等を決定

2018年度　長崎県労福協役員
役職名

会 　 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃

事 務 局 長
事務局次長
幹　 　事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

会 計 監 事
〃

氏　　名
宮﨑　辰弥
松田　圭冶
酒井　　隆
桜井　健一
森田　孝徳
森　　光一
本田　　稔
松尾　清弘
古川　洋介
髙藤　義弘
平野　忠司
中島　昭次
西平　博之
宮本　晃好
鴨川　博明
入江　良美
塩入　高志
高井良芳行
家本　泰輔
田尻　正行
赤木　　修
大塔　克彦
深浦　哲也
口石　昭弘
姫野　修一
岩永　尚之
湯浅健太郎
椎野修一郎

選　出　団　体
連 合 長 崎
県平和運動センター
同 盟 友 愛 連 絡 会
県 中 連 懇 話 会
労 働 金 庫
全 労 済
県 生 協 連
労 働 金 庫
連 合 長 崎
連 合 長 崎
県平和運動センター
同 盟 友 愛 連 絡 会
県 中 連 懇 話 会
長　崎　地区労福協
佐世保　　　〃　　
諫　早　　　〃　　
大　東　　　〃　　
五　島　　　〃　　
北　松　　　〃　　
島　原　　　〃　　
壱　岐　　　〃　　
対　馬　　　〃　　
上五島　　　〃　　
労 働 金 庫
全 労 済
県 生 協 連
労 働 金 庫
全 労 済

▲県労福協第36回定期総会終了後、小西祐馬氏（長
崎大学教育学部　准教授）を講師としてお招きし、
「子どもの貧困と現状と課題」と題して記念講演を開
催しました。
　長崎大学で教鞭をとる傍ら「子ども食堂」など関わら
れており、その経験と研究を基に講演を受けました。
貧困は見えにくいものであり、新たな視点に立つこ
とが必要であり、「①本人からは言ってくれない、②困
難が複合的で表面的な問題の背後に困難があるけど
見えにくい、③一人の視点だけでは見えにくい」ことか
ら、見えない貧困を見えるようするために「福祉のま
なざし」を備えることが大前提との内容でした。
　参加者の皆さんを含め、県労福協として「子ども
の貧困」について更に考えるきっかけとなる有意義
な時間となりました。

小西祐馬氏（長崎大学教育学部　准教授）
を迎えての記念講演

　長崎県労福協第 17 次海外視察研修は、５月 22 日
（火）～５月 25 日（金）まで、３泊４日の行程で宮
﨑会長を団長として 22 名が参加し《台湾（台北）》
を視察・訪問しました。
　22 日朝５時 30 分、貸切バスにて長崎駅を出発し、
8時20分より福岡空港にて結団式の後、台北空港へ。
　二日目に視察予定の一か所目の養護施設を訪問、
午前中の「台北市私立義光育幼院」では、林淑珍院
長より歓迎挨拶を受け、プロジェクターでの育幼院
の活動紹介・ダンスによる歓迎・記念撮影。宮﨑会
長より訪問挨拶と日本からのお土産（文具類等）を

長崎県労福協　
第 17次海外視察研修　無事終了 !!

講演される　小西　祐馬　氏
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諫早地区労福協スポーツ大会開催 　「千と千尋の神隠し」の舞台となった老街（九份）・
「烏来地区」・「台北 101」・「忠烈祠（衛兵交代式」・「故
宮博物院」などの視察を行いました。

　

　《はしかの伝染》の心配もありながら、全員無事
に帰ってきました。今回の視察研修に際し、多大な
ご支援・ご協力をいただきました連合・各産別・労
働組合・事業団体の皆様に厚くお礼申し上げます。
　尚、第 17 次海外視察研修報告書につきましては、
完成後、参加者・各構成団体へ配布致します。

▲「千と千尋の神隠し」の舞台になった所です

▲「ふるさと」を熱唱する、県労福協合唱団
アンコールは「ドラえもん」でした

▲記念写真（懐德風筝緑地育幼院）

▲記念写真（義光育幼院） ▲ジュース・台湾バナナ

▲４月23日（木）、2018年度南部労福協第１回幹事会
が福岡（全労済モルティ天神）で開催されました。
Ⅰ．報告事項
中央労福協・南部労福協・各県労福協・連合九
州ブロック協議会・福祉事業団体

Ⅱ．協議事項
１）2018年間活動計画と年間スケジュールについて
①第６回労働運動・労働者福祉運動の理念・
歴史・リーダー養成講座について
②2018年度南部労福協研究集会について
③南部労福協役員視察研修について
④九州ブロック労働者福祉懇話会について
⑤2018年度リーダー育成ステップアップ研修
について
⑥2018年度定期総会について

２）2018年度事務費の支出について
Ⅲ．その他
・全労済九州統括本部
　ＮＥＷゼットワーク関連の報告・提案

県労福協 第36回定期総会を開催！！
2018年度の活動方針等を決定

渡した後、院長より訪問に対して《感謝状》をいた
だきました。その後、施設内を視察し、ジュース・
台湾バナナをご馳走になりました。

　二カ所目の「懐德風筝緑地育幼院」へ午後訪問、
陳玉秀院長より歓迎挨拶を受けた後、宮﨑会長より
訪問挨拶をおこないました。陳院長よりプロジェク
ターでの育幼院の紹介後、施設内を視察。その後、
育幼院の子ども達によるダンスや、子ども達と視察
団と一緒にダンス・体操を行いました。
　日本から持参したお土産（文具類等）を視察団全
員で子供たちへ配り、大変喜んでいただきました。
　また、会長より院長へ寄付金を贈呈し、院長より
訪問に対して《感謝状》をいただきました。

南部労福協　第１回幹事会開催
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▲2018 年５月 30 日 ( 水 )18 時 30 分から《生涯学習
センター》において、「若いからこそできるライフ
プランについて」と題して、北松地区労福協若年層
セミナーを開催しました。
労金：『若い世代のお金にまつわる話
　　　　　　　　～お金と上手に付き合う方法～』

全労済：『生活保障設計の考え方について』

事 務 局 だ よ り
※今年３月に「アジア・アフリカ支援米」の一部を
第 16 次海外視察先（2016 年８月）の《くっくま孤
児院》に送り、４月４日に届いたとの連絡がありま
した。くっくま孤児院の喜ぶ子ども達です。

第103回
労福協

１．九州ろうきんでは2018年４月より、教育ロー
ン奨学金借換専用「○○○」の取り扱いを開始し
ました。○○○に入る３文字は何でしょうか？

２．全労済の2018年度からの活動計画の名称は
『○○○-Zetwork』です。
　　○○○に入る３文字は何でしょうか？
　 （ヒント　６ページ）

◎答えはハガキかＦＡＸで住所・氏名・職場名を
明記し県労福協へ送付ください。
◎締切日は７月23日（月）（当日消印有効）
◎当選者10人の方に「お楽しみプレゼント？」をお送
りします。正解者多数の場合は抽選となります。
◎送り先　〒850-0031　長崎市桜町9-6
　　　　　長崎県労福協クイズ係　
　　　　　ＦＡＸ（095）811－6132
◎前月号当選者（敬称略）
　　吉川　善浩（大村）　　浅井　智晴 （大村）
　　松田久美子（大村）　　石丸久美子 （大村）
　　池田　陽子（大村）　　松竹　千鶴 （諫早）
　　村上　勝治（北松）　　原　紀美子 （諫早）
　　西﨑　京子（西彼）　　中里　潤子 （長崎）

県労福協 第36回定期総会を開催！！
2018年度の活動方針等を決定

各 地 区 労 福 協 だ よ り

諫早地区労福協セミナー開催

▲諫早地区労福協では、労働者と労働福祉事業団体
と連帯を深めるため、2018 年５月８日（火）18 時
30 分から諫早市勤労者福祉会館 2 階大会議室にお
いて、55 名参加者の下、セミナー（学習会）を開
催しました。
事業団体提案
労金：『奨学金借換え融資制度（つなぐ）について』

全労済 :『労働組合としての新入組合員対策につい
て！』

北松地区労福協セミナー開催

▼九州労金　諫早支店・融資係　大坪正成氏

▼全労済　　長崎支所・支所長　尾辻雄一氏

▼九州労金　北松支店　山辺等氏

▼全労済　佐世保支所　堀江直樹氏
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